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◆愕然とした


　辺野古での埋め立てが止まることなく進行していること、石垣島でも基地建設反対の住民投票をめぐる裁判で、訳の分からない、住民無視の裁定で事が進行していること。奄美大島にも、敵基地攻撃もできるミサイル基地ができつつあること。イージスアショアが頓挫したあと、にわかに敵基地攻撃能力が取りざたされているが、はるか南方で現実はどんどん先に行っているらしい。愕然とする事実を教えられた。（深大寺北町・二見真由美）


◆主権者とし


て行動しよう


　沖縄問題はある程度知っているつもりだったが、まだまだ知らないことばかりだと思った。もっともっと深く知り、政治を国民の幸福のためのものにするために、主権者として行動していきたいと思う。


（府中市・小林優）


◆ボンヤリし


ているうちに


どんどん進む


 戦争準備


　私たちがボンヤリしているあいだに、戦争準備がどんどん進んでいる現実を教えられた。与那国島には２０１６年から自衛隊駐屯地が置かれている。石垣島では２０１９年３月から自衛隊基地建設が着工されている。宮古島では２０１９年に自衛隊駐屯地が置かれ、ミサイル基地建設が進んでいる。今日（１月11日）から、宮古島市長選がはじまり、賛成派・反対派が争っている。奄美大島には２０１９年から駐屯地が置かれた。これらの基地建設は国会で議決されたわけでもなく、閣議決定すらしなくとも防衛庁が進めることができる。


　イージスアショア計画が、秋田・山口の住民の闘いによって頓挫したと思ったら、とたんに浮上した「敵基地攻撃能力」論で、これまで射程１７０キロだった自衛隊のミサイル能力を一気に９００キロに高める防衛予算が組まれている。１７０キロだと、石垣島の基地で尖閣諸島が射程内。これが９００キロだと、中国大陸が射程内にはいる…。恐ろしいことだ。


　安倍政権のもとですすめられた「戦争のできる国づくり」は、国会での安保法制と並行して、ふたたび沖縄諸島を戦火にさらす戦争準備の基地づくりとして実体化している。かつて石原慎太郎は「夢は支那ともう一度戦争して勝つこと」という妄言を吐いた。それがどうやら、狂った極右政治家の妄言ではなく、自民党中枢と防衛官僚の「夢」と化しているようだ。これを止める手立てはあるのか。


　自分の暮らしている場から、住民自治と民主主義を求めて声をあげていこうという湯本監督のよびかけで会は結ばれた。どんなに迂遠にみえてもそれ以外に方法はないのだろう。（深大寺北町・佐藤定夫）


◆無関心の罪


　私は、「辺野古」と聞くだけで涙ぐむ思いがする。辺野古埋め立て問題には、日本の民主主義の後進性、不正義のありようが凝縮されていると思うからだ。何十年にも渡って、何回も何回も県民の意思が示されているのに、その意思が尊重されないままに過ぎ、それが当たり前のこととしてまかり通っている。情けなさと憤りが胸を駆けめぐるのだが、きょうのドキュメンタリー作品を観て、いっそうその思いを強くした。そしてこの県民の意思を踏みにじる事態は辺野古埋め立て問題だけにとどまらず、宮古島、石垣島、与那国島、鹿児島県奄美大島へと広がり、戦争ができる国づくりが着々と進められている。政府が「力」を得るのは、多くの国民の無関心だ。無関心でいることの罪の深さを突きつけられた気がしている。（三鷹市・知識明子）


◆上映屋運動


 すばらしい


　いいものを観せてもらいました。こういう映画に接すると「国家」なるものは何ほどのものかと思ってしまう。沖縄独立論が生ずるのもむべなるかな。後半の直近映像と、包括的、具体的コメントも大いに有益でした。「上映屋」運動はすばらしいアイデアと思います。（世田谷区・伊藤幸夫）


◆若い人たち


に希望感じた


　今日の映画を観て改めて怒りが湧いてきた。住民たちの声、映像が生き生きして心に迫るものがあった。特にあちこちに若い人が登場して励まされ、希望を感じた。（無記名）
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第163回(２月)例会


菅政権下の新しい情勢と


　　　九条の会のこれから


お話：小森 陽一さん


 　　　　　　　　九条の会事務局長


日時：２月７日(日)13:30


場所：あくろすホール　　参加費300円
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第164回(3月)例会 福島原発事故から10年を迎えて


　　　　　　気候危機と原発再稼働


　　　　　　　お話：増田 善信さん


　　　　　　　　元気象研究所研究室長･理学博士


　　　　　　　　　  　 元日本学術会議会員､狛江市在住


　　　　　　 日時：３月20日(土)13:30


場所：たづくり1001室　　　参加費300円





第165回(４月)例会


シンポジウム 調布外環道陥没と憲法


　　　      　　　 脅かされる住環境


被害者の会、外環ネット、住環境とリニアを考える田園調布住民の会のみなさんと丸山 重威さん


日時：４月１０日(土)13:30


場所：あくろすホール　　参加費300円
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底抜けに明るい石垣島の若者たち


　湯本雅典さんが紹介した「石垣市住民投票を求める会」のＦａｃｅｂｏｏｋページから。若者たちの交流動画などをアップしている。


　ＵＲＬは 　https://ishigaki-tohyo.com/














